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【６月２５日（木）朝のカブトムシの様子です。】

６月

６月３日（水）にＮＰＯ法人太鼓の楽校竹林整備事業の中西さんからいただ
いたカブトムシの幼虫が成虫に育っています。
３年生の子どもたちが、理科の学習をかねてカブトムシの幼虫の観察をし
ています。昨日（２４日）に、３年生の子どもたちが「校長先生、カブトム
シの幼虫が成虫になっています。」ということを伝えてくれました。
私も３年生と一緒に職員玄関に置いてあるケースを見に行きました。メス

のカブトムシの成虫が体をあおむけにして動いていました。子どもたちが、
「校長先生、ひっくり返っているけどいけるの。」と質問してきたので、「本
当は、あまり触らない方が良いけど、このままだと土の中にもぐっていけな
いので、あまり触らないようにして校長先生がひっくり返そうか。」と伝え
て、ひっくり返しました。すると、メスのカブトムシは、すぐに体を動かし
て土の中にもぐっていきました。
３年生の他にも２年生などの子どもたちがこの様子を見守っていました。

このように、カブトムシを大切に見守っている子どもたちの姿を見て、優し
い気持ちの子どもたちが川島小学校にはたくさんいることをうれしく思いま
した。ご家庭でも、お子様に、カブトムシの様子を聞いてみてください。
（※みなさん、これからのカブトムシの様子を見守っていきましょうね！

夏休み前に、自然に帰す予定です。）

「色やかたち」が変わって
きています。「どんな色や
かたち」に変わってきてい
るのか、実際にみてくださ
いね。


